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木
材
産
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
入
賞
者

「
木
材
産
業
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
決
定

　　　　応
募
総
数
は
二
七
五
二
点

　　　　　　　　大
賞
は
岡
山
の
大
学
生
・
王
彦
龍
さ
ん

一
面
　　「
木
材
産
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
　　

　　　　　　決
定
　

二
面
　　農
林
水
産
省
・
木
材
利
用
拡
大

　　　　　　行
動
計
画

三
面
　　消
費
税
の
総
額
表
示

　
今
回
の
「
木
材
産
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
」
募
集
に
対
し
て
、
当
初
の
予
想
を

遙
か
に
超
え
る
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
は
、
環
境
の
二
十
一
世
紀
に
お

け
る
木
材
産
業
、
健
康
に
優
し
い
木
材

に
対
す
る
国
民
の
期
待
や
関
心
の
高
さ

を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
地
域
的
に
は
東
京
、
大
阪
、
神
奈
川

か
ら
の
応
募
が
群
を
抜
い
て
多
か
っ
た
。

　
全
木
連
で
は
、「
木
材
産
業
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
審
査
委
員
会
」
で
厳
正
に
審
査

を
行
い
、
大
賞
一
点
、
優
秀
賞
二
点
、

佳
作
六
点
、
特
別
賞
十
一
校
（
学
校
単

位
で
の
応
募
に
対
し
て
）
を
選
定
し
、

そ
の
結
果
を
さ
る
八
月
八
日
開
催
の
総

務
委
員
会
に
報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
諸
手
続
き
を
経
て
、
九
月

下
旬
に
入
賞
者
を
発
表
し
、
来
る
十
月

二
十
一
日
に
は
、
大
阪
で
開
催
す
る
全

木
連
創
立
五
十
周
年
記
念
・
第
三
十
八

回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
で
「
木
材

産
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
の
表
彰
式
を

行
な
い
、
そ
の
場
で
初
め
て
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
披
露
さ
れ
る
。（
次
号
掲
載
）

　
大
賞
を
受
賞
し
た
岡
山
県
立
大
学
デ

ザ
イ
ン
研
究
科
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン

専
攻
一
学
年
の
王
彦
龍
さ
ん
（
二
十
九

歳
）
の
作
品
は
、「
加
工
し
た
木
材
の
イ

メ
ー
ジ
を
パ
タ
ー
ン
に
し
て
上
向
き
成

長
し
て
い
く
木
材
産
業
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
」
で
、
鮮
や
か
な
グ
リ
ー
ン
を

主
体
に
し
た
図
形
。

　
入
選
者
の
氏
名
及
び
特
別
賞
の
受
賞

校
は
、
別
掲
の
と
お
り
。

　
全
木
連
は
今
年
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
本
年
三
月
か
ら
五
月
末
に
か
け
て
「
木
材
産
業
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
」
を
広
く
募
集
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
予
想

を
遙
か
に
上
回
る
二
千
七
百
五
十
二
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
応
募
作
品
の
中
か
ら
、「
木
材
産
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
審

査
委
員
会
」（
本
審
査
委
員
＝
十
二
名
、
委
員
長
＝
岡
智
日

刊
木
材
新
聞
社
社
長
、
審
査
小
委
員
＝
六
名
、
小
委
員
長

＝
財
満
や
え
こ
東
京
造
形
大
学
造
形
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
教

授
）
の
第
一
次
、
第
二
次
審
査
さ
ら
に
は
、
最
終
審
査
を

経
て
、
岡
山
県
の
学
生
・
王
彦
龍
さ
ん
の
作
品
が
大
賞
に

選
ば
れ
た
。

　　　　　　県
産
材
の
乾
燥
経
費
を
助
成

　　　　　　＝
福
井
県
＝

大
賞
（
賞
金
五
十
万
円
・
賞
状
）

　　　　王
　
彦
龍
さ
ん
（
岡
山
県
）

優
秀
賞
（
賞
金
十
万
円
・
賞
状
）

　　　　深
川
　
重
一
さ
ん
（
大
阪
府
）

　　　　野
村
　
高
志
さ
ん
（
東
京
都
）

佳
作
（
賞
金
三
万
円
・
賞
状
）

　　　　青
木
　
陸
祐
さ
ん
（
岡
山
県
）

　　　　小
島
　
貞
彦
さ
ん
（
大
阪
府
）

　　　　児
玉
　
篤
さ
ん
（
東
京
都
）

　　　　梶
川
　　和
男
さ
ん
（
東
京
都
）

　　　　石
田
　　隆
さ
ん

　　　　石
川
　　和
市
さ
ん

　　　　石
田
　
美
和
さ
ん
（
福
井
県
）

特
別
賞
（
図
書
券
・
一
万
円
）

　　▼
い
わ
き
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ

　　（
福
島
県
）
▼
　　群
馬
県
立
聾
学
校

　　（
群
馬
県
）
▼
東
日
本
デ
ザ
イ
ン
ビ

　　ジ
ネ
ス
専
門
学
校
（
群
馬
県
）
▼
東

　　京
モ
ー
ド
学
園
（
東
京
都
）
▼
新
潟

　　デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
（
新
潟
県
）
▼

　　職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
造
形
工

　　学
科
（
神
奈
川
県
）
▼
静
岡
県
立
天

　　竜
林
業
高
等
学
校
（
静
岡
県
）
▼
三

　　重
県
立
久
居
農
林
高
等
学
校
環
境
緑

　　化
コ
ー
ス
（
三
重
県
）
▼
鳥
取
県
立

　　智
頭
農
林
高
等
学
校
（
鳥
取
県
）
▼

　　国
際
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
ト
専
門
学
校

　　（
愛
媛
県
）
▼
専
門
学
校
プ
ラ
イ
ト

　　ン
・
カ
レ
ッ
ジ
（
福
岡
県
）

（
愛
知
県
）



全　　　木　　　連　　　時　　　報

―　2　―

（第546号）（第三種郵便物認可）平成15年9月25日（木曜日）

　　　　来
年
度
予
算
編
成
に
関
す
る
要
請

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木
材
利
用
推
進
な
ど
五
項
目

　　さ
る
八
月
二
十
六
日
、
自
由
民
主
会

館
に
お
い
て
平
成
十
五
年
度
農
政
推
進

協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
堀
之
内

久
男
座
長
（
自
民
党
総
合
農
政
調
査
会

長
）、北
村
直
人
農
林
水
産
副
大
臣
の
挨

拶
の
あ
と
、
平
成
十
六
年
度
農
林
水
産

　　農
林
水
産
省

　　　　木
材
利
用
拡
大
行
動
計
画
ま
と
ま
る

①
需
要
サ
イ
ド
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

供
給
体
制
の
整
備

・
大
口
の
需
要
者
へ
の
円
滑
な
地
域
剤

供
給
を
図
る
た
め
、
木
材
業
者
の
連
携

等
に
よ
る
乾
燥
材
、
針
葉
樹
合
板
、
集

成
材
、
丸
棒
製
品
等
の
安
定
供
給
を
促

進
す
る
。

・
木
材
製
品
の
規
格
化
の
推
進
な
ど
に

よ
り
木
材
の
調
達
の
容
易
化
を
図
る
。

②
木
材
利
用
に
係
る
技
術
開
発

防
耐
火
性
能
の
高
い
木
材
の
開
発
、
木

製
の
道
路
施
設
に
用
い
る
資
材
の
性
能

確
保
等
の
た
め
の
技
術
開
発
を
促
進
す
る
。

③
木
造
化
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供

　　全
国
各
地
の
木
製
土
木
施
設
及
び
木

製
土
木
資
材
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、

的
確
に
提
供
す
る
。

○
取
組
み
の
普
及
促
進

　　本
行
動
計
画
に
つ
い
て
、「
木
材
利
用

推
進
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
の
場
等
を

通
じ
て
、
関
係
省
庁
に
対
し
て
説
明
し
、

ま
た
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
農
林

水
産
担
当
部
局
、
農
林
水
産
関
係
団
体

等
に
も
積
極
的
に
働
き
か
け
る
な
ど
、

関
係
省
庁
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団

体
等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
木
材
利

用
の
拡
大
に
努
め
る
。

　　　　　　　　　　　　農
道
周
辺
の
柵
、
省
内
の
備
品
な
ど

　　　　　　　　　　　　「
原
則
木
造
・
木
質
化
・
木
製
品
使
用
」

　　　　Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
決
裂

　　　　　　　　　　　　メ
キ
シ
コ
・
カ
ン
ク
ン
に
お
い
て
開
催

　　　　　　　　九
月
十
日
か
ら
十
四
日

会期中毎朝開催された三者会議

　
九
月
十
日
か
ら
十
四
日
に
開
催
さ
れ

た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
第
五
回
閣
僚
会
議
に
お
け
る

林
産
物
関
税
交
渉
を
側
面
か
ら
応
援
す

る
た
め
、
林
産
物
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
策
全
国
協

議
会
は
飯
塚
昌
男
全
森
連
会
長
を
団
長

と
す
る
代
表
団
を
送
っ
た
。
同
行
者
は

後
藤
隆
一
全
木
連
副
会
長
、
勝
久
彦
次

郎
木
材
情
報
セ
ン
タ
ー
シ
ア
ト
ル
所
長
。

　
現
地
で
は
、
世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ

た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
途
上
国
の
各
種
団
体
が
様

々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交

渉
に
対
す
る
異
議
や
注
文
を
投
げ
か
け

て
い
た
。
ま
た
韓
国
農
民
に
よ
る
抗
議

自
殺
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
街
頭
デ
モ
は
現
地

で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
、
交
渉
の
妥
結

に
は
困
難
が
予
想
さ
れ
た
。
結
果
は
、

既
に
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
数

を
占
め
る
発
展
途
上
国
の
要
求
を
認
め

る
こ
と
が
出
来
な
い
と
し
て
全
て
の
分

野
の
交
渉
を
打
ち
切
り
、
新
た
な
枠
組

を
作
る
こ
と
な
く
今
回
の
会
議
は
終
了

し
た
。

　　農
林
水
産
省
は
、
こ
の
ほ
ど
木
材
利

用
促
進
の
た
め
の
行
動
計
画
を
ま
と
め
た
。

　　同
省
で
は
、
平
成
八
年
に
省
内
の
関

係
部
局
か
ら
な
る
「
農
林
水
産
省
木
材

利
用
推
進
連
絡
会
議
」
を
設
置
し
、
各

種
事
業
に
お
け
る
木
材
の
利
用
状
況
等

に
関
す
る
情
報
交
換
や
木
材
の
利
用
推

進
に
向
け
た
連
絡
調
整
を
行
っ
て
き
た
。

　　さ
ら
に
平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
六

日
に
策
定
さ
れ
た
「
地
球
温
暖
化
防
止

森
林
吸
収
源
十
ヵ
年
対
策
」
に
お
い
て

は
、
木
材
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

の
推
進
が
重
要
な
柱
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。

　　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
農
林
水
産
省
及

び
関
係
機
関
を
挙
げ
て
木
材
利
用
材
利

用
の
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
今

般
、
そ
の
た
め
の
行
動
計
画
を
定
め
た
。

　　今
後
、
農
林
水
産
省
内
の
机
な
ど
の

備
品
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
間
伐
材

な
ど
を
利
用
す
る
と
と
も
に
他
省
庁
に

対
し
て
も
木
材
の
利
用
推
進
を
訴
え
て

い
く
。
さ
ら
に
、
都
道
府
県
及
び
関
係

団
体
等
も
協
力
を
要
請
す
る
。

　　こ
の
た
め
都
道
府
県
木
（
協
）
連
に

お
い
て
は
、
木
材
供
給
情
報
の
収
集
・
活

用
並
び
に
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備
を

図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　　行
動
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

○
取
組
み
の
対
象

　　農
林
水
産
省
関
係
公
共
土
木
工
事
に

お
け
る
柵
工
等
の
施
設

農
林
水
産
省
お
よ
び
関
係
機
関
に
お
け

る
備
品
お
よ
び
消
耗
品

○
取
組
み
方
針

・
間
伐
材
等
木
材
を
利
用
し
た
工
事
を

積
極
的
に
推
進

・
補
助
事
業
に
お
け
る
対
象
施
設
に
つ

い
て
は
、
木
造
化
、
内
装
の
木
質
化
を

積
極
的
に
推
進

・
農
林
水
産
省
お
よ
び
関
係
機
関
の
対

象
施
設
に
つ
い
て
は
、
木
増
加
、
内
装

の
木
質
化
を
積
極
的
に
推
進

・
対
象
物
品
の
購
入
に
当
た
っ
て
は
、

木
製
品
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進

○
取
組
み
期
間

　　地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
十
ｶ

年
対
策
等
を
踏
ま
え
、
当
面
、
第
一
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
平
成
十
五
、
十
六
年
度

を
対
象
と
し
て
集
中
的
な
取
組
み
を
行
う
。

○
木
材
利
用
拡
大
の
目
標

　　関
係
法
令
、
構
造
、
設
置
場
所
、
コ

ス
ト
等
の
制
約
を
受
け
る
も
の
を
除
き
、

「
原
則
木
造
・
木
質
化
・
木
製
品
」
と

の
考
え
の
も
と
に
木
材
利
用
の
拡
大
に

係
る
目
標
を
定
め
る
。
な
お
、
目
標
は

特
段
の
記
載
の
な
い
限
り
、
平
成
十
六

年
度
ま
で
に
達
成
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

　（　）一
公
共
土
木
工
事
に
お
け
る
目
標

　　木
製
の
割
合
一
〇
〇
％

　（　）二
補
助
事
業
対
象
施
設
に
お
け
る
目
標

　　木
造
率
一
〇
〇
％

　（　）三
農
林
水
産
省
及
び
関
係
機
関
の
対
象

施
設
及
び
対
象
物
品
に
お
け
る
目
標

①
庁
舎
の
営
繕
等
に
お
け
る
木
造
化
、

内
装
木
質
化
の
目
標

内
装
の
木
質
化
を
推
進
す
る
。

②
木
製
品
の
導
入
の
目
標

課
長
・
室
長
以
上
の
事
務
机
は
原
則
と
し

て
木
製
と
す
る
。
来
客
者
の
多
い
部
屋

を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
事
務
机
・
会
議
机

も
木
製
と
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

　（　）四
モ
デ
ル
的
な
取
組
み

林
野
庁「
森
林
整
備
事
業
」に
あ
っ
て
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
う
壁
の
施
工
に
当
た

り
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
製
型
枠
を

利
用
す
る
。

　（　）五
木
材
の
安
定
供
給
の
た
め
の
取
組
み

予
算
等
に
つ
い
て
団
体
代
表
要
請
が
あ

り
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
団
体
を
代

表
し
て
飯
塚
全
森
連
会
長
か
ら
別
掲

（
次
頁
）
の
と
お
り
五
項
目
に
つ
い
て

詳
細
に
説
明
し
、
要
請
し
た
。
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　　　平
成
十
六
年
度
林
野
予
算
編
成
に
関
す
る
要
請

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全
国
木
材
組
合
連
合
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全
国
森
林
組
合
連
合
会

トピックス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日
　本
　林
　業
　協
　会

一
、
森
林
整
備
・
保
全
等
の
推
進

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
国
際
的

公
約
と
な
っ
て
い
る
森
林
整
備
・
保
全

等
を
推
進
さ
れ
た
い
。

二
、
緑
の
雇
用
の
推
進

　
今
後
の
森
林
整
備
を
支
え
る
林
業
の

担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
進
め
る
緑
の

雇
用
を
推
進
さ
れ
た
い
。

三
、
木
材
利
用
の
推
進

　
地
域
材
利
用
の
推
進
と
と
も
に
大
規

模
需
要
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
し

い
流
通
・
加
工
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
に

よ
る
木
材
利
用
の
推
進
を
さ
れ
た
い
。

四
、
美
し
く
住
み
よ
い
山
村
づ
く
り
の

　　　　　　県
産
材
の
利
用
率
を
五
〇
％
以
上
に

　　　　　　　　　　　　　　福
井
材
（
乾
燥
材
）
を
使
用
し
た
住
宅
に

「福井県木連」

来春から消費税が変り、
総額表示が義務付けられます。

推
進
・
活
性
化

　
山
村
の
未
利
用
資
源
の
活
用
に
よ
る

就
業
機
会
の
創
出
や
定
住
条
件
等
の
整

備
、
都
市
と
山
村
の
共
生
・
交
流
の
推

進
や
里
山
林
の
再
生
・
整
備
、
国
民
参

加
の
森
づ
く
り
等
に
よ
り
美
し
く
住
み

よ
い
山
村
づ
く
り
の
推
進
・
活
性
化
を

図
ら
れ
た
い
。

五
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
森

林
資
源
の
利
用

　
再
生
可
能
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
森
林
資
源
を

核
と
し
た
循
環
型
社
会
の
構
築
を
進
め

ら
れ
た
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　納
入
し
た
製
材
工
場
へ
二
十
万
円
補
助

　　福
井
県
は
「
福
井
元
気
宣
言
」
に
掲

げ
た

　　「
元
気
な
産
業
」

　　「
元
気
な
社
会
」

　　「
元
気
な
県
土
」

　　「
元
気
な
県
政
」

の
四
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、

新
た
な
政
策
を
西
川
知
事
が
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　　　　　　　　　　　　　　◆

　　「
元
気
な
産
業
」
に
お
け
る
「
福
井

の
豊
か
さ
を
支
え
る
農
林
水
産
業
」
の

林
業
政
策
で
は
、

○
県
産
材
の
利
用
率
を
五
〇
％
以
上
に

○
森
林
の
機
能
区
分
に
応
じ
た
森
林
保

全
・
整
備
を
推
進

○
意
欲
の
あ
る
林
業
者
を
支
援

○
森
林
地
域
に
お
け
る
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進

○
県
木
で
あ
る
松
の
マ
ツ
ク
イ
虫
被
害

防
除
を
推
進

の
重
点
五
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

　　こ
の
う
ち
、「
福
井
県
産
材
の
利
用
率

五
〇
％
以
上
」
を
達
成
す
る
た
め
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
「
安
心
と
満
足
の
福

井
材
生
産
推
進
事
業
」
を
実
施
す
る
。

　　そ
れ
に
よ
る
と
、福
井
材
（
J
A
S

乾
燥
材
）
を
使
用
し
た
住
宅
に
納
入
し

た
製
材
工
場
に
対
し
、
一
k
当
た
り
、

七
千
円
補
助
す
る
（
一
棟
当
た
り
平
均

二
十
万
円
補
助
）。

　　本
年
度
は
千
四
百
k
分
（
九
百
八
十

万
円
）
の
補
助
を
予
定
し
て
お
り
、
同

事
業
に
よ
り
、
①
こ
れ
ま
で
以
上
に
県

産
材
の
需
要
拡
大
が
図
ら
れ
、
②
乾
燥

コ
ス
ト
の
低
減
が
図
ら
れ
、
③
地
産
地

消
が
図
ら
れ
、
林
業
精
算
活
動
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　　「
安
心
と
満
足
の
福
井
材
生
産
推
進

事
業
」
は
別
掲
（
次
頁
）
の
と
お
り
。

　課税事業者が取引の相手方である消費者に対して商品等の販売、役務の提供等の取引を

行うに際し、あらかじめその取引価格を表示する場合には、消費税額（含む地方消費税額）

を含めた価格を表示することが義務付けられます。

適用関係

　この改正は、平成16年4月1日から適用されます。

ポイント

１．総額表示とは、例えば、次に掲げるような表示をいい、消費税額を含む支払総額が表

　　　　示されていれば、併せて「消費税額」や「税抜価格」を表示しても差し支えありませ

　　　　ん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　10,290円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　10,290円（税込）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　10,290円（本体価格9,800円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　10,290円（うち消費税等490円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　10,290円（本体価格9,800円、消費税等490円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）価格の表示が消費税等を含めた総額であれば、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「総額である」旨の表示は必要ありません。

２．対象となる価格表示は、商品本体による表示（商品に添付又は貼付される値札等)、店頭

　　　　における表示、チラシ広告、新聞・テレビによる広告、インターネットによる広告な

　　　　ど、消費者に対して行われる価格表示であれば、それがどのような表示媒体により行

　　　　われるものであるかを問わず、総額表示義務の対象になります。

　　　　なお、口頭による価格の表示は、総額表示義務の対象にはなりません。

　　　　また、価格が表示される場面としては、商品等の選択時（値札等）と代金の決済時　　

　　（レシート等）がありますが、総額表示義務の対象となるのは、商品等の選択時の価格

　　　　表示です。

３．総額表示義務の対象となるのは、あらかじめ取引価格を表示する場合であり、価格表

　　　　示がされていない場合についてまで、価格の表示を義務付けるものではありません。

４．お分かりにならない点や更に詳しくお知りになりたいことがありましたら、最寄りの

　　　　税務署又は税務相談室におたずねください。
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推進資金（利率1.5％）、改善資金（無利子）他�
ご利用ください。�
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格
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弱　含　み

7月分集計表
モニター数131　　回答数79　　回収率60％

平成15年9月25日（木曜日） （第546号）（第三種郵便物認可）

増加14％（11）
増加10％（　8）
上昇15％（12）
上昇28％（22）

増加48％（38）
増加38％（30）
上昇20％（16）
上昇33％（26）

31％（21）
　2％（　1）
13％（　8）
17％（11）
33％（20）

54％（39）

減少46％（36）
減少48％（38）
下降　5％（　4）
下降　1％（　1）

減少　3％（　2）
減少　4％（　3）
下降　1％（　1）
下降　1％（　1）

　3％（　2）
　3％（　2）
　3％（　2）
　5％（　3）
　7％（　4）

　0％（　0）

66％（44）
95％（60）
84％（51）
78％（51）
60％（36）

46％（33）

変わらず40％（32）
変わらず42％（33）
変わらず80％（63）
変わらず71％（56）

変わらず49％（39）
変わらず58％（46）
変わらず79％（62）
変わらず66％（52）

モニター数114　　回答数54　　回収率47％

増加15％（　8）
増加11％（　6）
上昇　7％（　4）
上昇28％（15）

増加50％（27）
増加30％（16）
上昇15％（　8）
上昇24％（13）

31％（　9）
11％（　2）
29％（　8）
17％（　7）

33％（　6）

減少44％（24）
減少43％（23）
下降　6％（　3）
下降　2％（　1）

減少　7％（　4）
減少13％（　7）
下降　4％（　2）
下降　4％（　2）

　3％（　1）
11％（　2）
　3％（　1）
　7％（　3）

22％（　4）

66％（19）
78％（14）
68％（19）
76％（32）

45％（　8）

変わらず41％（22）
変わらず46％（25）
変わらず87％（47）
変わらず70％（38）

変わらず43％（23）
変わらず57％（31）
変わらず81％（44）
変わらず72％（39）

　　　　安
心
と
満
足
の
福
井
材
生
産
推
進
事
業

○
は
じ
め
に

　
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
る
現
在
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

観
点
か
ら
森
林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
・
固
定
や
木
材
に
よ
る
二
酸
化
炭

素
の
貯
蔵
の
働
き
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
地
域
材
の
地
産
地

消
運
動
が
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、
本

県
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み

を
踏
ま
え
た
福
井
材
の
生
産
・
供
給
体

制
を
整
備
し
、
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
木
材
の
主
要
な
需
要
先

で
あ
る
住
宅
分
野
に
お
い
て
福
井
材
の

利
用
推
進
を
図
る
た
め
、
安
心
と
満
足

の
福
井
材
生
産
推
進
事
業
を
創
設
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
本
制
度
に
よ
り
、
福
井
材
の
生
産
振

興
お
よ
び
需
要
拡
大
を
図
り
、
地
産
地

消
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

○
福
井
材
と
は

　
福
井
材
と
は
、
県
内
の
森
林
か
ら
生

産
さ
れ
た
木
材
で
、
福
井
材
品
質
管
理

委
員
会
が
認
定
し
た
「
福
井
材
生
産
認

定
業
者
」
が
製
材
、
加
工
（
乾
燥
）
し

た
も
の
を
い
い
ま
す
。

○
安
心
と
満
足
の
福
井
材
生
産
推
進
業

者
と
は

　
事
業
の
実
施
主
体
は
、
施
工
業
者

（
工
務
店
等
）
と
福
井
材
の
価
格
協
定

を
締
結
し
た
福
井
材
生
産
認
定
業
者
で

す
。

　
事
業
の
内
容
は
、
事
業
所
・
住
宅
等

の
新
築
工
事
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
、

福
井
材
生
産
の
た
め
の
乾
燥
経
費
の
一

部
に
対
し
て
助
成
す
る
事
業
で
、
下
記

の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
福
井
材
生
産

認
定
業
者
に
七
、
〇
〇
〇
円
／
k
（
福

井
材
に
対
し
て
）
の
補
助
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

・
一
戸
当
た
り
（
在
来
軸
組
工
法
）
の

木
材
使
用
量
全
体
の
七
〇
％
以
上
福
井

材
を
使
用
す
る
場
合

　　な
お
、
年
間
一
、
四
〇
〇
k
分
の
補

助
を
予
定
し
て
い
ま
す
。


